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松阪市は、山から川へ、そして海にいたる「緑の帯」の豊かな自

然と、独自の個性ある歴史・文化を形づくってきました。 

この豊かな自然と私たちの生活が調和し、その中に生まれた独自

の歴史や文化を守り育むことにより、うるおいある豊かな環境を次

世代の市民に引きついでいくことは、今生きている私たちの責任で

あり義務であると思います。 

環境問題を取り巻く状況は年々変化しており、行政だけではな

く、市民・事業者・団体・教育機関などのみなさまと協力し、環境

への負荷の少ない持続可能な社会を築くことが重要であると考えて

おります。 

今後もさまざまな環境施策のさらなる推進を図ってまいりますの

で、みなさまの一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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Ⅰ.まつさか E-co-to ネットワークとは 

松阪で活動する事業者や市民のみなさまが「自分のこと」として環境にやさしいことに取り組むための

きっかけを作る制度です。 

環境に「いいこと」や「エコ（ECO）なこと」を組織の垣根を越えて実践していくという想いを込めて「ま

つさか E-co-to ネットワーク」とし、地域のみなさまには、松阪弁らしく「まつさかええことネット」の愛称

で、親しんでいただけるように活動していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 募集会員 》 

①  事業者 

②  団体 

③  教育機関 

④ 市民            
＊ 会員ごとに役割が異なります。 

①～③の会員は、松阪市外の所在地でも参加できます 

《 主なテーマ 》 

 

 

 

 

 

 

 
                     ＊ テーマに応じた所管部署との連携となります 

  

ロゴマーク 

豊かな環境につつまれるまちとして、 

松阪牛(松阪市)の中で取り組みという葉

が大きく広がることを連想するデザイン 

ボランティア 
行政 

教育 

機関 

環境講座 

イベント 

市民 市民 市民 

市民 市民 

参加 

連携・活動イメージ 

事業者 

団体 

環境保全 脱炭素社会 

資源循環型社会 生物多様性 
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Ⅱ.活動内容 

環境にやさしいことに取り組める場や機会をつくるため、環境啓発イベント、環境講座やワークショップ

等の企画・運営を主な活動とします。また、取組提案を随時受付していますので、ネットワークを活用し連

携・実現したいことをご提案ください。 

これらの取り組みを継続的に実施することで、ひとりひとりの環境意識の変革を促し、「うるおいある豊

かな環境につつまれるまち まつさか」の実現を目指します。 
 

《 役割・活動 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 活動イメージ（テーマ別） 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

事業者 

団体 

教育 

機関 

 イベントへの出展・協賛 

 環境講座の実施 

 自社の取り組みの推進 

（再エネ導入や廃棄物の削減等）等 

 学習ツールの提供 

 アドバイザー 

 事業者・団体との連携 

 ボランティアの協力   等 

市民 行政 

 イベントへの参加 

 ボランティアの協力 

 日々の行動の見直し 

 情報発信        等 

 会員による提案のヒアリング 

 会員同士のマッチング 

 イベントの企画・運営 

 情報発信        等 

環境保全 

脱炭素社会 

 

資源循環型社会 

生物多様性 

あくまで一例です。4 つのテーマ以外の活動もご相談ください 

 環境講座・セミナー（温暖化・省エネ等） 

 ZEH 宿泊体験 

 窓の断熱ワークショップ 

 

 環境啓発イベント（旧：まつさか環境フェア） 

 市内の清掃活動（まちなか清掃活動） 

 啓発ツールの制作・発信 

 松阪市「残さず食べよう」「持ち帰り」 

協力店・事業所認定制度の参加 

 「てまえどりポップ」の配布 

 出前講座（3R） 

 地域の希少生物や外来生物の調査 

 植林イベント 

 自然観察会 
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《 活動イメージ（以前より市が実施しているもの）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

イベント出展・環境講座等の実施をご検討ください 

ステッカー 

「残さず食べよう」「持ち帰り」 

協力店・事業所認定制度 

環境啓発イベント 

R6_まつさか環境フェア 

工場見学・再エネツアー 

R5_バイオマススタディツアー 

環境講座 

R6_松阪市環境課 

清掃活動 

R7_トヨタソーシャルフェス 

セミナー 

R7_松阪市企業向け GX セミナー 
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ごみ処理費用の減免＊を受けることが可能 

＊
 条件があります 



  

Ⅲ.登録のメリット 
 

 

 

 

 

 

 

《 活動の対外的な PR 》 
 会員となった事業者・団体・教育機関には登録証を交付し、市のホームページや SNS 等で活

動内容を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

活動の対外的な PR 新たなネットワークの構築 

情報収集・発信 人材育成・次世代教育 

投稿例（Instagram） SNS フォロワー数（R8.1.30 時点） 

Facebook 

Instagram 

Ｘ 

（旧 Twitter） 

登録証 市のホームページへの掲載 

市独自の媒体・ネットワークを活用し PR 
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《 新たなネットワークの構築 》 
 会員からの取組提案については、会員や庁内部署にヒアリングし連携します。また、セミナー

やイベントの中で名刺交換・交流会を実施することで、新たなネットワークを構築し、会員同士

の自由な交流や情報交換を促します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 情報収集・発信の場 》 
 国の動向や市のニュース、会員による取組提案などを会報として発信し、事業者・団体の取り

組みを紹介します。 

 市民会員の皆さまには、イベント情報やボランティアの依頼、省エネ知識等をメールでお届け

します。イベントやワークショップの様子を SNS 等で発信し、E-co-to の輪を広げましょう！ 
 

《 人材育成・次世代教育 》 
環境講座を実施することや教育機関が提供する学習ツールを活用することは、講師側の人材の

育成につながります。また、学校等で環境講座を実施することは、次世代を担う子どもたちの学

びの機会の創出につながり、それぞれの取り組みや魅力を PR できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会報 環境講座リスト 学習ツール 

三重大学 HP SciLets/科学的地域環境人材より 
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提案先は、会員事業者や会員団体だけでなく、市民や自治会等も対象とし、様々な広がりを想定しています。 

＊複数の部署が関係するものは、共創デスクを活用します。 

事業者Ｅ 

庁内部署Ｃ 

提案 

連携 

環境課 事業者Ａ 

事業者Ｂ 

教育機関 

事業者Ｃ 庁内部署Ａ 

事業者Ｄ 

庁内部署Ｂ 

《 ネットワーク会員間の取組提案・連携フロー 》 

市民団体 
提案 

連携 

連携 
提案 

共同提案 



 

Ⅳ.会員登録 
会員区分により役割や登録後の流れが異なりますので、以下の「会員登録の流れ（会員区分

別）」をご確認ください。 

《 会員登録の流れ （会員区分別） 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

《 会員登録方法 》 

 

 
 

 

 

 

【問い合わせ先】 

宛 先 ：松阪市 環境課 政策係 

住 所 ：三重県松阪市殿町 1340 番地 1 

電話番号：0598-53-4425 

E-mail  ：m.e-co-to-net@city.matsusaka.mie.jp 

  

松阪市 事業者・団体・教育機関 

①会員登録 ②受理・審査 

③登録証発行 
取り組みの提案 

イベントへの参加・協賛 
④ 
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松阪市 市民 

①会員登録 ②受理・審査 

イベント情報の発信 

ボランティアの依頼 

イベントへの参加 

SNS 等での情報発信 
④ ③ 

ホームページ 専用フォーム 

① 専用フォームへの入力  ②登録申請書の提出 
※ 詳細はホームページをご確認ください。 

会員登録の際に、現状の取り組みや今後の展望等をご記載ください。 

推奨！！ 



 


